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まちを
さして

日
野
市
男
女
平
等

基
本
条
例
を
制
定

月
「
日
野
市
男
女
平
等
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
昨
年
12

都
内
初
の
こ
の
条
例
は
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、

個
性
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
、
真
の
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
も
の
で
す
。

今
号
で
は
、

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
の
条
例
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し

ま

す

。

（

女

性

参

画

推

進

室

）

■な
ぜ
条
例
が
必
要
か
？

憲
法
で
は
、
個
人
の
尊
厳
、
法
の
下

の
平
等
が
基
本
的
人
権
と
し
て
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成
11
年
に
男
女

平
等
に
つ
い
て
の
法
律
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
が
、
そ
の
後
、
東
京

都
に
お
い
て
も
「
男
女
平
等
参
画
基
本

条
例
」
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
男
女
平

等
を
求
め
る
社
会
の
動
き
は
よ
り

一
層

力
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
あ
ら
ゆ
る
場
に

男
女
間
の
不
平
等
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
家
庭
・
地

一

し
｀

1
,

／
~

＼

，
i
~

ー
｀

’
7
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みんなで投票に行きましょう

H野市議会議員選挙
ー不在者投票一

・日野市役所本庁舎5階504会謹室

2月16日（土）までの午前8時30分～午後8時

・七生公会堂

2月15日（金）までの午前8時30分～午後5時
以上、いずれも

I>持参するもの＝投票所入場券（届いている場合）

日野市選挙管理委員会事務局

〈2面に続く〉

2第0第19~ 第13 第第第第第第第第第第第第
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

条条条 条条条条条条条条条条条条

施行の の口施策に苦情市の＇にるよ 状実施況等 示情表す農にる禁止等理由とし責務責務 定義

に 日『苦情男女平権侵人 た た
す関の 公ののめ 権利

域
・
職
場
・
教
育
の
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な

社
会
づ
く
り
を
市
民
・
事
業
者
・
市
が

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
日
野
市
独

自
の
条
例
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

■条
例
制
定
ま
で
の
歩
み

平
成
12
年
11
月
、
市
長
は
、
日
野
市

男
女
平
等
行
政
推
進
協
議
会
（
座
長
・

西
田
敦
子
氏
）
に
条
例
づ
く
り
の
た
め

の
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、

市
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
。
平
成
認
年

6
月
に
そ
れ
ら
意
見
を
取
り
ま
と
め
た

意
見
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
以

降
、
条
例
案
策
定
作
業
を
進
め
、
市
役

所
庁
内
の
推
進
組
織
で
あ
る
男
女
平
等

行
政
推
進
本
部
等
で
検
討
を
重
ね
、

12

月
に
議
会
の
承
認
を
得
て
成
立
し
ま
し

た
。■条

例
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い

て
あ
る
の
？
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できることから少しすつ

男女平等社会の実現を！！

日野市男女平等墓本条例は市民の方々から意見をつのり、制定されました。

皆さんも条例の制定を契機に、男女平等社会について考えてみませんか。

◇基本理念～市民・事業者・市が協力して男女平等社会を作りましょう
1.女性・男性の人権の尊重

性別で差別されたり、 暴力を受けたりせずに一人の人間として人権が尊重される

2.自己決定権の尊重

女性も男性も個人の意思と 責任において多様な生き方が選択でき、尊重される

3.あらゆる場で対等な分かち合い

家庭・地域・職場・教育の場など社会のあらゆる分野で共に対等に参画し、 責任も分かち合う

4.女性・男性の対等な参画

市の施策や事業者における方針の決定過程に、女性・男性が平等に参画する機会が確保される

◇市の責務は？
市の独自性を生かし、国・東京都・近隣自治体等と協力しながら男女平等社会の実現に向け

た取り組みを行い、市民及び事業者に情報提供を行うとともに、将来を担う子どもたちに対し、

男女平等教育を積極的に推進する。

◇市民の皆さんの責務は？
男女平等社会の実現に向け理解を深めるとともに、市の施策に協力し；あらゆる分野におい

て、自ら積極的に参画するように努める。

◇事業者（注1)の責務は？
事業所内における女性・男性の格差や差別を積極的に改め、市と協力して男女平等の推進を

図り、職業生活と育児や介護などの家庭生活の両立を支援する。

◇性別を理由とした権利侵害や差別の禁止
セクシュアル・ハラスメント（注2)、ストーカー行為、夫婦間を含むすべての男女

間における暴力（身体的な暴力のみならず精神的・経済的・性的暴力等）の禁止。

◇公衆への表示の留意
性別による固定的な役割分担やセクシュアル・ハラスメントの助長など、過度の性

的表現は行わない。

◇市が行う基本施策
市は男女平等社会を実現するための次の基本施策を行う 。

①情報収集および情報提供

②意思決定過程の男女平等参画の促進

③審議会等の委員委嘱は女性・男性の均衡を図る

④家庭生活と職業生活の両立支援、相談業務の実施

⑤妊娠や出産等、人生の方向付けについては、女性 ・男性

が対等の立場で自己決定することの啓発

⑥自立向上を目指す取り組みや就労への積極的支援

⑦子どもへの教育環境の整備

⑧女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けた施策

◇行動入計画
あらゆる分野における男女平等社会の実現に向け、具体的なプログラム等を設定し

た行動計画を策定する。また、計画を策定したときは公表する。

◇行動計画実施状況等の年次報告
毎年度作成し、公表する。

◇苦情処理窓口の設置
苦情処理相談員を設置し、男女差別による不利益、セクシュアル・ハラスメントや

配偶者からの暴力などを受け人権侵害された申し出に対し、調査を行い、関係者に指

導助言、是正の要望等を行う 。また市の男女平等にかかる施策等についての苦情の

申し出も同様とする。

◇男女平等推進委員会の設置
男女平等社会を推進するため10人の委員を置く 。推進委員会は施策及び重要事項の

調査・検討を行い、意見を述べる。

男女共同参画都市宣言

市では平成10年9月「男女共同参画都市」を宣言し

ました。

これは、女性も男性もあらゆる分野にともに参画し、

責任を分かち、自立した個人として多様な生き方がで

きる社会の実現を目指すため、宣言したものです。

わたしたちのまち日野市は

一人ひとりが 男女平等のもとに

互いの個性と能力を尊重し

聾かに暮らせる社会をめざして

ここに男女共同参画都市を宣言します

1互いに地域で支え合う 安心して暮らせるまちをめ

ざします

1家事・育児・介護・仕事を分かち合う 共同参画の

まちをめざします

l互いの生き方を理解し合う 自立と共生のまちをめ

ざします

l互いの人権を認め合う やさしい平和なまちをめざ

します

平成10年9月28日 日野市

◆市民の方々にお聞きしました◆
「条例が制定されましたが…？」

●いろいろな方のさまざまな意見を取り込ん

で、この条例ができたことは大変良かったと思

います。今後は、この行動計画にそって、それ

ぞれが役割を果たしていかなくてはならないと

思います。また、この条例を生きたものとする

ためには、条例を使いこなし、市民生活に反映

させていかなければいけませんね。これから

は、男女平等社会づくりを先進市である日野

市から他の地域に広めなければなりませんね。

（南平在住 下重喜代さん）

●少子喬齢化、人生80年時代において、男女

平等の「社会的風土」を創り出すには、市民

一人ひとりが家庭・地域・職場・教育の分野

で条例を指針として生かしていけるように努

力していくことが大切だと思います。

（旭が丘在住 森公子さん）

、•一
●私は、平成10年7月に日野市男女平等行政推

進協議会のメンバーとして「男女平等参画社会

実現のための報告書」を市に提出しました。そ

の中に条例を作ることを提案しましたが、実

現されて大変うれしく思います。 しかし、た

だ形式としてだけでなく、市民・事業者・市

がお互いに協力し、男女平等社会の環境作り

をしていかなくてはならないと思っています。

（石田在住 柳井篤夫さん）

「日野市男女平等基本条例」
全文をお読みになりたい方は

「日野市男女平等基本条例」全文をお読みになりたい

方は市役所4階女性参画推進室、各図書館へ。また、市

のホームページ (http://www.hinocatv.ne.jpJ~hinoci ty /) 

にも掲載されています。

ー女性参画推進室

R
 



第 1033号平成 14年 2月15H 特集
市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

●春の児童館ハイキング日程表

児
童
館
で
は
、
小
学
1
年
生
以
上
の

児
童
を
対
象
に
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。
春
休
み
に
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

事
前
に
子
ど
も
向
け
の
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
各
児
童

館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容
・
費
用
11
別
表
の
と
お

り▽
定
員
11
各
館
30
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
1
1
2
月
1
5
日
函
午
前

9
時

3
0分
か
ら
（し
ん
め
い
•
も
ぐ
さ
だ
い

児
童
館
は
午
後
4
時
か
ら
、
み
さ
わ
児

童
館
は
2
月
25
日
⑰
午
前
9
時
30
分
か

ら
）
各
児
童
館
へ

|； : ，-s 心と 咋テ’→マ三髯，f＿ ＿ 竺 ＿＿一
ふ；菌「2：行き先

;̀ I' 

，ァ 日日時
ば駐得＾ s`‘ 、ヽ―

費
謬！心、図

単込み先 ’ 
,,, 2.,r:'いも

馬とあそぼう！
相模原市

麻溝公園

3月9日(±)
8:40-16:00 l890円

しんめい児童館

乞 583-6588

ジブリの森で

あそぽう・みつけよう！

三鷹
ジブリの森美術館

3月9日出
9:10......... 16:00 1700円

ひらやま児童館

云 592-6811

ジブリの森美術館で

トトロに会おう！

三鷹
ジブリの森美術館

3月9日(±)
9:00~16:00 1800円

もぐさだい児童館

云591-7001

我が町の名所・高幡不動

の裏山で遊ぽう！
高幡不動尊

3月27日（水）
9:30-15:30 

無料
みさわ児童館

合 591-3456

城山＊アドベンチャー
ハイキング

城山＆
日影沢キャンプ場

3月9日(±)
9:30,..._, 16:30 1420円

ひの児童館

云 581-7675

ウオークラリー
「君も少年探検団になろう」

ひ・み・つ 3月9日(±)
（当日、参加者にお知らせ） 8:45-16:00

1580円
あさひがおか児童館

云 583-4346

9
]
-｛日

l

――--―

利
用
の
際
は
入
館
者
名
簿
に
記
入
＜

だ
さ
い
。
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

▽
使
用
時
間
11
平
日
午
前
9
時
＼
午
後

5
時
※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は

休
館

▽
対
象
11
市
内
在
住
の

0
歳
＼
18
歳
の

乳
幼
児
・
児
童
•
生
徒
※
乳
幼
児
は
保

護
者
同
伴
で

ァ
子
育
て
支
援
事
業

児
童
館
で
は
、
「
乳
幼
児
の
集
い
の

場
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
相
談
を
受
け
た
り
、
相
談
電
話

（
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館
）
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
・
「
オ
ム
ツ
専
用

収
集
袋
」
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
ち
び
っ
こ
の
日

▽
日
時
1
1
2
月
20
日
因
午
前
10
時
30
分

S
正
午

▽
内
容
11
手
遊
び
、
体
操
な
ど

▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者

■し
ん
め
い
児
童
館6

5
8
3
.
6
5
8
8
 

瀑
市には、子どもたちが交流を図れる場として、

児童館が 6館あります。各児童館では、子ども

たちが楽しめるイベントがたくさん。

毎月のイベントは、広報ひの 1日号でご紹介

していますので、ぜひご参加ください。

■ひ
ら
や
ま
児
童
館6

5
9
2
.
6
8
1
1
 

▼
対
戦
し
よ
う
！
コ
マ
・
ベ
ー
ゴ
マ

▽
日
時
1
1
2
月
27
日
因
午
後
2
時
30
分

S
3
時
30
分

マ
幼
児
の
広
場

▽
日
時
1
1
2
月
21
日
困
午
前
10
時
30
分

¥
1
1
時
30
分

▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者

▼
ク
ッ
キ
ン
グ

▽
日
時
1
1
2
月
23
日
出
午
前
10
時

i
l
l

時
30
分

▽
対
象
11
小
1
以
上

16
人

（
先
着
順
）

▽
費
用
11100
円

※
2
月
18
日
⑰
午
後

3
時
8
2
1
日
困
午

後
4
時
に
申
し
込
み
を

■ひ
の
児
童
館

（
先
着
順
）

6
5
8
1
.
7
6
7
5
 

▼
な
な
お
ク
ラ
ブ
と
ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ

｛つ
l
・

▽
日
時
1
1
2
月
23
日
出
午
前
10
時
＼
正

午▽
対
象
11
小
1
以
上

10
人

▽
費
用
11150
円

※
申
し
込
み
を

■あ
さ
ひ
が
お
か
児
寵
館

6
5
8
3
.
4
3
4
6
 

マ
チ
ビ
ッ
コ
お
い
で
よ

▽
日
時
1
1
2
月
26
日
肉
午
前
10
時

i
l
l

寺nn" ▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者

移
動
児
童
館

6
児
童
館
以
外
の
場
所
で
も
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
移
動
児

童
館
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
近
く
に
移

動
児
童
館
が
き
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
＜

だ
さ
い
。

▼
映
画
会
「
忍
た
ま
乱
太
郎
」
「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

▽
日
時
1
1
2
月
19
日
因
午
後
3
時
30
分

S
4
時
30
分

▽
会
場
11
滝
合
学
童
ク
ラ
ブ

▽
問
合
せ
先
11
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

■み
さ
わ
児
童
館

6
5
9
1
.
3
4
5
6
 

■も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

6
5
9
1
.
7
0
0
1
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▼
わ
ら
べ
う
た

▽
日
時
1
1
2
月
19
日
因
午
前
10
時
30
分

¥
1
1
時
30
分

▽
会
場
11
じ
ゅ
ん
と
く
学
童
ク
ラ
ブ

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で

▽
問
合
せ
先
11
み
さ
わ
児
童
館

ァ
移
動
児
童
館

▽
日
時
11
①
2
月
16
日
山
午
後
2
時
＼

4
時
②

23
日
出
午
前
10
時
S
正
午

▽
会
場
11
①
梅
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
②

武
蔵
野
台
第
2
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
問
合
せ
先
11
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

マ
ち
び
っ
こ
の

W

A

▽
日
時
1
1
2
月
26
日
因
午
前
10
時
30
分

ー

11
時
30
分

▽
会
場
11
豊
田
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
乳
幼
児
と
保
護
者

▽
問
合
せ
先
11
ひ
ら
や
ま
児
童
館



第 1033号平成 14年 2月15日 第 1033号平成 14年 2月15日

云可面可起みです`

▽
使
用
期
問

1
1
4
月
1
日
向
＼
平
成

15

年
3
月
20
日
困

▽
農
園
・
区
画
数

11
別
図
の
と
お
り
※

1
世
帯
で

1
区
画

（約

12
平
方
ば
）
。

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
車
で
の
来
園

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
対
象

1160
歳
以
卜
の
巾
内
在
住
者
※

老
人
ク
ラ
プ
対
象
の
農
園
使
用
者
を
除

く
。
市
民
農
園
と
の
重
複
申
し
込
み
不

可▽
申
込
み

1
1
2
月
26
日
因
（
必
着
）
ま

申
し
込
み

●西平山農園

西平山 3-30-1 (20区画）

季節の野菜を
育ててみませんか
市民農園・高齢者農園の使用者を募集

市で は、市民の皆さんに野菜や花つくりを楽しんでいたたくため、市

民農園と高齢者農園を開設しています。土いじりを通して自然に親しん

でみませんか。

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
(
1
世
帯
1
通
）
で
。

往
信
用
裏
面
に
、
「
高
齢
者
農
園
申
し

込
み
」
、
農
圃
名

(
1
カ
所
の
み
）
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

、
年
齢
、
電

話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
、
仕
所
、

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼

 

▽
使
用
期
問

1
1
4
月
1

H
因
i
平
成
16

年
1
月
31
日
山

▽
農
園
・
区
画
数

11
別
図
の
と
お
り
※

l
憔
幣
で

1
区
画
（
約

20
平
方
ば
）。

車
で
の
来
園
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽
対
象

11
市
内
在
住
者
※
他
の
市
営
農

園
を
使
用
し
て
い
る
方
を
除
く

▽
使
用
料
11
年
2
丁

400
円

▽
申
込
み

1
1
2
月
26
日
因

（
必
着
）

ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
(
1
世
帯
1
通
）
で
。

往
信
用
裏
面
に
、
希
望
農
園
名

(
1
カ

所
の
み
）
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
、
住
所
、

氏
名
を
記
人
し
、
〒

1
9
1
—

8
6
8
6

日

野
市
役
所
産
業
振
興
課
ヘ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

3
月
上
旬
に
全
員
に
通
知

あたこ

②新愛宕下西市民農園

西平山4-28-1 (60区画）

旭が丘雙公園

,
1
 

e-
産
業
振
興
課
ヘ

申
し
込
み
を

あたこ

①愛宕下東市民農園

西平山 3-29-3(69区画）

旭が丘堕公園

民間委託を取り入れた給食業務の流れ

献立
従来どおり学校
長のもと学校栄
養士が作成しま
す。

食材料の
発注・検査

学校栄養士が
献立に基づき
必要な食材を
発注し、納品
されたものを
検査します。

学校で行う業務
祀

：ヤ

献立の作成
~―~ ← 

終、 ，ド ー斧
吋2

食材の発注・

給食

委託業務

●石田農園
石田403(112区画）

参岱

ー

ー

コ
ン
ピ
＿＿
エ
ン
ス
ス
ト
ア

あ

調理

献立・指示書等に
従い委託会社の調
理員が学校の調理
場で調理します。

給
食
業
務
の
う
ち
委
託
す
る
の
は
、

調
理
や
運
搬
、
使
川
器
具
の
洗
浄
な
ど

の
業
務
で
す
（
左
図
参
照
）

。
献
立
の

作
成
、
食
材
の
購
入
、
市
内
産
の
野
菜

の
使
川
等
は
学
校
、
教
育
委
員
会
が
責

任
を
持
っ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
栄
登

士
の

一
校

一
人
配
置
や
自
校
調
理
方
式

も
今
ま
で
ど
お
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

滋}-―こと＇ーを苓
J-

5

9

・
ヤ
こ
喝
ぷ

l̀

活
力
導
入
で
緒
費
を

平
成

11
年
財
政
非
常
事
態
宣
言
以

来
、
巾
で
は
退
職
者
の
不
補
充
や
職
員

手
当
の
適
正
化
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
政
環
境
に
あ
っ
て

も
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
を

児
童
•
生
徒
が
よ
り
満
足
で
き
る
内
容

に
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
要
望
に
も
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
賂
備
を
始
め
と
し
た

教
育
環
境
改
善
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
給
食
事
業

の
調
理
業
務
を
民
間
に
任
せ
る
方
法
で

人
件
費
を
削
減
し
、
生
じ
た
財
源
を
こ

安
全
で
、

れ
ら
教
育
環
境
の
整
備
に
配
分
し
て
い

く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
学
校
給
食
調
理
業

務
を
民
間
委
託
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

13
年
10
月
、
学
校
給
食
調
理
業
務
等
民

間
委
託
実
施
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

こ
の
委
貝
会
は
、
学
校
関
係
者
と
保

護
者
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
調
理

業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

④覧癸山ま西市民農園

神明2-1-11 (49区画）

至日野駅至甲州街道

マ
施
設

11
生
涯
学
習
室

(20
人
用
1
室、

10
人
用

1
室
）
※
両
室
を
合
わ
せ
て

1

室
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
可

▽
利
用
期
間

1
1
4
月
i
平
成
15
年
3
月

▽
利
用
時
間

11
午
前
9
時
ー
午
後
9
時

▽
登
録
方
法

11
3
月
15
日
②
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
団
体
名
、
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
の

人
数
、
活
動
内
容
を
記
人
し
、
〒

191
ー

8
6
8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
へ
※
営
利
目
的
や
騒
音
を
発
す
る

内
容
の
団
体
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。
登

録
の
可
否
は
別
途
連
絡
し
ま
す

▽
利
用
説
明
会

1
1
3
月
25
日
⑪
午
後
7

時
か
ら
市
役
所
5
階

505
会
議
室

ー
▽
問
合
せ
先

11
生
涯
学
習
課

氏
名
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
—

8
6
8
6

日

野
市
役
所
高
齢
福
祉
課
ヘ

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

3
月
下
旬
に
全
員
に
通
知

■離
乳
食
教
室

▽
日
時

11
3
月
12
日
図
午
前
10
時
1
1
1

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
話
、
試
食
（
保
渡
者
の
み
）
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク

▽
対
象

11
牛
後
4
i
5
カ
月
児
（
お
お

む
ね
平
成
13
年
10
月
生
ま
れ
）
と
保
護

者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1

1
1
)
 

■成
人
歯
科
予
防
教
室

「
一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る
」
こ
と

を
目
標
に
、
歯
科
医
師
に
よ
る
検
診

・

指
導
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
の
中
の

手
入
れ
等
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

11
3
月
26
日
因
午
後
1
時
20
分

8
3
時
※
時
問
予
約
制
。
検
診
時
間
は

40
分
程
度
。
時
間
に
つ

い
て
は
、
個
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
会
場

11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

1140
歳
以
上
の
市
民
（
総
義
歯

で
な
い
方
）

▽
定
貝
1140
人

▽
申
込
み
1
1
2
月
26
日
因
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
哀
面

・
医
療

勺^[

③新坂下市民農園

新町3-26-1 (84区画）

食器洗浄・保管

指示苦等に従い
委託会社の調理
員が行います。

至
八
王
子 中央線

ヘ

お
い
し
く
、
楽
し
い
給
食
は
変
わ
り
ま
せ
ん

学
校
給
食
調
理
業
務
を
民
間
委
託

4
月
か
ら
中
学
校
2
校
を

f
定

一
中
と
七
生
中
で
、
学
校
給
食
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

《
給
食
の
充
実
に
向
け
て
》

①
日
々
の
給
食
内
容
の
向
上
、
選
択
給

食
な
ど
多
様
な
給
食
方
式
の
導
入
を
含

め
献
立
の
充
実
を
図
る

②
委
託
実
施
で
節
減
さ
れ
た
経
費
は、

給
食
施
設
設
備
の
充
実
を
始
め
、
学
校

環
境
整
備
に
活
川
す
る

③
委
託
実
施
校
に
学
校
、
保
護
者
、
教

育
委
員
会
、
受
託
会
社
に
よ
る
協
議
機

関
を
設
け
、
給
食
内
容
の
話
し
合
い
な

ど
を
定
期
的
に
行
い
、
給
食
の
充
実
を

図
る

④
委
託
実
施
校
は
、
試
食
会
を
定
期
的

に
実
施
し
、
給
食
内
容
の
充
実
と
開
か

れ
た
給
食
を
目
指
す

⑤
食
中
毒
対
策
な
ど
安
全
衛
生
面
の
確

保
に
は
、
今
後
と
も
特
段
の
対
策
を
講

ず
る教

育
委
員
会
で
は
、
検
討
委
員
会
か

ら
の
意
見
を
十
分
生
か
し
、
業
者
を
選

ぶ
た
め
の
選
定
基
準
の
作
成
や
万
全
な

管
理
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
検
討
委
貝
会
を

始
め
、
関
係
者
と
十
分
に
連
絡
を
と
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
保
護

者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

金

こ

鴫
集

ー

■剪
定
枝
の
拠
点
収
集

(
3
月）

剪
定
枝
・
葉
等
を
別
表
の
拠
点
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
高
齢
の
方
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
で
、
拠
点
ま
で
持
っ
て
来

ら
れ
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な

お
、
事
業
所
で
出
た
剪
定
枝
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先

11
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(6
581
.
0
4
4
4
)
 

■豊
田
駅
北
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
希

望
団
体
は
登
録
を

講
座
や
学
習
会
等
に
豊
田
駅
北
交
流

セ
ン
タ
ー

（案
内
図
参
照
）
の
利
用
を

希
睾
す
る
団
体
は
、
事
前
に
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

3
月
25
日
⑰
に

利
用
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
利
用

希
望
団
体
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

、
。

し

ぢ
つ
く
り

■西
平
山
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
（
第
2
回
変
更
）
の
縦
覧

西
平
山
七
地
区
画
幣
理
事
業
の
事
業

計
画
（
第
2
回
変
更
）
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

▽
期
問
11
換
地
処
分
の
公
告
の

H
ま
で

▽
内
容

11
①
設
計
の
概
要
②
資
金
計
画

▽
変
更
日

1
1
2
月
1
日

▽
会
場
・
問
合
せ
先

11
市
役
所
3
階
区

画
整
理
第
1
課

■生
け
垣
を
作
っ
て
ま
ち
に
緑
を

5
生

け
垣
等
設
置
に
補
助
金

市
で
は
一
般
家
庭
を
対
象
に
、
公
道

に
面
し
た
場
所
に
、
新
た
に
生
け
垣
を

設
置
し
た
り
、
既
存
の
プ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
を
撤
去
し
て
生
け
垣
を
つ
く
る
場

合
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

生
け
垣
は
、
空
気
の
浄
化
を
始
め
、

防
風

・
防
音
、
景
観
の
向
上
や
ま
ち
に

澗
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
な
ど
の
様
々

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
必
ず
事
前
に
申
請
を
行
い
、

審
査
を
受
け
て
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

く
だ
さ
い
。

※
設
置
に
関
し
て
い
く
つ
か
条
件
が
あ

る
の
で
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課
緑
政
係

■_
C
カ
ー
ド
実
証
実
験
モ
ニ
タ
ー

市
で
は
、
多
摩
地
域
自
治
体

4
市

（立
川
市
、

羽
村
市
、
稲
城
巾
、
狛
江

市
）
と
と
も
に
、

3
月
か
ら

I
C
（集

積
回
路
）
カ
ー
ド
を
使
っ
た
広
域
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
験
を
始
め
ま
す
。

■平
成
14
年
度
償
却
資
産
の
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
申
告
を

申
告
期
限
の

1
月
31
日
を
過
ぎ
て
い

ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
す
ぐ

に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
郵
送
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先

11
資
産
税
課
家
屋
償
却
資

産
係

編■日野市福祉オンブズパーソンの
苦情・相談日

▽日時113月8日面・15日⑤・22

日釦午前9時1正午※希望者は事

前に連絡を

▽会場11市役所2階福祉オンプズ

パーソン室

▽問合せ先11生活福祉課福祉オン

ブズパーソン担当

涵＇’-日 、時 9 : 00~1-1 : 00 13: 30-15 : 30 

7日（木） 市民の森スポーツ公園 多摩平第1公園

8日（金） 御嶽上公園 高幡不動駅北第4駐輪場入口

13日（水） 旭が丘中央公園 リサイクル孝務所

14日（木） てっぺん山公園 さかい公園
3 

19日（火） 日野中央公園 ハケ下公園月
20日（水） 駒形公園 鳥と緑の国際センター

21日（祝） 落川公園 日野台公園

25日（月） 東光寺第1緑地 黒JII地域広場

26日（火） 通称たぬき公園 沢田公園

27日（水） さいかちぜき公園 まつばやし地区広場

違魯剛訊雙。療医 I
13 : 00~ 17 : 00 

筵塩谷医院（内・児胃科） 回心堂第二病院（内科）
日野1077-33云581-0158 万願寺299-l n584-0099 

ノ 奎甲

; 

⑮ 
真貝小児科（児科） 井上クリニック（内科）
日野602-2ff585-l 731 高幡145岡綺ビル201ff593-8988 

i翌 i
↓ | | 

こ

診療科目
： 

所

休日準夜診療所

診療時間ド9息惧9酎思
（受け付けは22:20まで）

内科・小児科

日野本町l-7-2
云584-1661場

救急病院2月後期宿日直予定表

休日歯科応急診療所

診療時間1900門塁9累。。
（受け付けは16:00まで）

場 所I
高幡308-1

？・ lliil594-21l l 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホン

センター（日野消防署ft581-0119)へ問い合わせを

病；五＼＼，

15 16 , 17 18 19 20 21 22 23 •. 24 25 26 27 28 
（金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木）

‘ヽ，~~＊必、 ;, 

怠^こ二・^  夜-ノ 昼^、一^夜鼻 沢又
尽^こZ．夜ヽー． ‘^昼｀^夜̀亨， ・.・. 眼 内 外 内 l」¥ 外 内 整 内 l」¥

泌小 整整 児 外小 眼眼 児

市立総合病院 ？ 児 形
尿． 形形 整

児
整

0(581)：26779へ 泌 ぷ

器尿 外外 形 外
．晨 外 形

咬,.~3.，-~． fイ•; ’~9 を’ 9 

科且
外 外

-- △ ,~~9し 科 科科 科 科 科 科 科 科科 科科 科 科 科 科

-クズタ訟•.··

内 内 昼‘^夜̀^~ ' 外 内 外 内 内 内 昼^‘―^夜̀-、 外 内 外 内

，c虻帷t忍花ヤ58珈名,輪ぐ9` 2』 病)0院0＇6~ 忍啜” ぶ：`り, 
内内＊

-内.阻'・一凪？次名粗

外
外外

ふ灰浣苓‘ ーな磁格
科 科 科科 科 科 科 科 科 科 科科 科 科 科 科

r

1
歳
に

1
な
り
ま
し
だ

豊
泉
葵
ち
ゃ
ん
（
と
よ
い
ず
み•
あ
お

い
。
平
成

13
年
2
月
1
日
午
前
9
時

34
分
生

ま
れ

。
父

・
武
志
さ
ん
、

母
・敦
子
さ
ん
。
川
辺
堀
之
内
在
住
）

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
葵

ち
ゃ
ん
は
、
イ
チ
ゴ
と

ヨ
ー
グ
ル
ト

が
大
好
物
。
ダ
ン
ス
が
得
意
で
、
テ

レ
ビ
か
ら
音
楽
が
流
れ
る
と
上
手
に

モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と

I
C
カ
ー
ド
の

利
用
で
、
指
定
地
域
内
の
公
共
施
設
に

設
置
さ
れ
る
自
動
交
付
機
か
ら
住
民
票

と
印
鑑
証
明
書
の
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
端
末
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
、

図
書
館
の
蔵
書
検
索
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
日
野
市
民
の
方
が
立
川
市

で
住
民
票
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
新
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
問

11
3
月
1
日
富
i
2
0
日
因

▽
受
付
場
所

11
市
役
所
1
階
市
民
課
、

5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
七
生
支
所
、

豊
田
駅
連
絡
所

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
戸
配
布
さ
れ

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先

11
情
報
シ
ス
テ
ム
課

■図
書
館
嘱
託
・
臨
時
職
員

▽
勤
務
期
間

1
1
4
月
＼
来
年
3
月
末
H

※
勤
務
日
時
は
図
書
館
に
よ
り
異
な
り

ま
す

▽
勤
務
場
所

11
巾
内
図
書
館

▽
勤
務
内
容

11
図
書
の
貸
し
出
し
・
返

却
及
び
整
理
等
の
補
助

▽
応
券
資
格

1155
歳
未
満
の
健
康
で
図

書
館
に
関
心
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数

11
若
干
人

▽
応
券
方
法

1
1
2
月
19
日
図
ま
で
に
履

歴
害
（
写
真
添
付
）
を
中
央
図
書
館

（
豊
田

2
の
49
6

5
8
1
.
7
3
5
4
)

へ

持
参■市

立
総
合
病
院
臨
時
職
員

▽
職
種

11
助
産
婦
・
看
護
婦
（
士
）

▽
募
集
人
数

11
若
干
人

▽
応
募
資
格
11
有
資
格
者
で
健
康
な
方

▽
応
募
方
法

11
履
歴
害
（
写
真
添
付）

及
び
資
格
証
の
写
し
を
〒
1
9
1
|
0
0
6

2
多
摩
平
6
の
1
の
1
市
立
総
合
病
院

(6
581
.
2
6
7
7
)

へ
郵
送
か
持
参

に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が

な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町

1
の

韓そ■市
長
の
動
き

(1
月
後
半
）

▽
16
日
11
日
野
・
多
摩

・
稲
城
地
区
保

護
司
会
賀
詞
交
歓
会
（
多
摩
市
）
、
日

野
市
消
防
関
係
4
団
体
合
同
賀
詞
交
歓

あ
い
さ
つ

会
（
市
内
）
に
挨
拶
▽

1
7
H
I
I
日
野
市

都
市
計
画
審
議
会
（
庁
内
）
、
市
町
村

長
合
同
会
議
（
都
庁
）
に
出
席
▽

18

日
11
日
野
市
遺
族
会
賀
詞
交
歓
会
（
中

央
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
▽

19
日
11

東
京
都
行
政
書
士
会
八
王
子
支
部
賀
詞

交
歓
会
（
八
玉
子
市
）
、
ひ
の
女
竹
フ

ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
1

（
市
民
会
館
）
に

挨
拶
▽

20
日
11
都
市
マ
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
▽

22
日
11
日
野
市
消
費
者
運
動
連
絡
会
と

の
懇
談
会
（
庁
内
）
に
出
席
、
平
山
台

工
業
連
合
会
賀
詞
交
歓
会
（
八
王
子
市
）

に
挨
拶
▽

24
日
11
東
京
都
市
長
会
議
、

東
京
都
三
多
磨
地
区
消
防
運
営
協
議
会

第
一
部
会
（
い
ず
れ
も
自
治
会
館
）
に

出
席

▽
25
日
1
1
H
野
市
清
掃
従
事
者
褒

賞
式
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、
日
野

市
果
実
組
合
賀
詞
交
歓
会
（
市
内
）
、

日
野
巾
立
小
中
学
校
P
T
A
協
議
会
新

年
交
流
会
（
立
川
市
）
に
挨
拶
▽

26

日
11
日
野
市
社
会
福
祉
法
人
立
保
育
園

連
合
会
保
育
ま
つ
り
（
市
民
会
館
）
、

日
野
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
共
luJ
組

合
賀
詞
交
歓
会
、
日
野
歯
科
医
会
賀
詞

交
歓
会
（
い
ず
れ
も
八
王
子
市
）
に
挨

拶

▽
2
7
H
I
I
三
多
摩
は
―
つ
な
り
交
流

事
業
（
南
平
体
育
館
）
に
挨
拶
▽

2
9
1

30
日
11
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議

会
行
政
視
察
（
洋
市
）
▽

31
日
11
東
京

都
十

一
市
競
輪
事
業
組
合
理
事
会
、

回

議
会
定
例
会
、
東
京
都
四
市
競
艇
事
業

組
合
理
事
会
、
同
議
会
定
例
会
（
い
ず

れ
も
自
治
会
館
）
に
出
席

◎
 

6
の

2
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
日
野

話

(
6

電表

市
健
康
課
歯
科
予
防
教
至
係

5
8
1
.
4
1
1
]
）
へ

代所役市

告

踊
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
明
る
＜
元
気
な
子
に
育

っ
て
ね
。

TEL,042-585-1111 

゜
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月

4

ー

1

2

日

3
1
0
1
7
%

＊
子
ど
も
の
心
の
叫
び
を
受
け
と
め

て
5
児
童
相
談
所
の
心
理
相
談
か
ら

2
月
17
日
午
後

2
時
30
分

5
5

時
／
中
央
公
民
館
／
児
童
相
談
所
の

心
理
相
談
と
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
制

度
／
船
田
伸

一
郎
氏
（
東
京
都
八
王

子
児
童
相
談
所
心
理
指
導
係
長
）

／

30
人
／
綾
部
（
6
．回

5
9
2
i
8
5
7
)

＊
多
摩
発
・
ふ
れ
あ
い
と
自
立
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・

2
0
0
2

3
月
10
日
午
後

0
時
30
分

5
5

時
／
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
（
多
摩
市
）

／

斉
藤
茂
太
氏
（
医
学
博
士
）
の
基
調
講

演
「
生
涯
現
役
も
愉
し
か
ら
ず
や
」

訳
／

300
人
（
先
着
順
）

／
1
千
円
（
資

料
代
記
）

／
多
摩
地
域
交
流
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
（
吉
野

6
5
8
2
.
3
3
6
9
)
 

＊
絵
本
や
歌
で
楽
し
む
親
子
英
会
話

講
習
会

2
月
20
日、

3
月
6
日
・

20
日
の

い
ず
れ
か

1
日
／
午
前
10
時
30
分
S

11
時
20
分
／
フ
ォ
ー
ラ
ム
英
（
平
山

5
丁
目
）
／
乳
幼
児
と
母
親
／

200

円
（
資
料
代
）

／
和
田

(
6
0
4

2
6
.
6
5
.
1
2
1
6
)

へ
申
込

＊
う
き
う
き
手
芸
教
室
S
N
P
O
法

人
共
働
事
業
所
あ
い
あ
む

2
月
21
日
午
前
10
時
S
正
午
／
女

性
セ
ン
タ
ー
／
ち
り
め
ん
の
お
手
玉

う
さ
ぎ
び
な
／
1
千

800
円
（
材
料

費
げ
）

／
あ
い
あ
む

2
号
店

(
6

.
5
0
1
2
.
7
0
8
5
)
 

。
7
 。

＊
あ
な
た
を
輝
か
せ
る
色
選
び
と
眉

の
形
講
習
会

2
月
21
日
・

22
日
・

25
日
の
い
ず

れ
か
1
日
／
午
後
1
時
S
3
時
／
積

水
ハ
ウ
ス
日
野
展
示
場
（
下
田
）

／

2
千
円
／
徳
原

(
6
0
9
0
.
3
2
2

9
.
2
3
2
4
)

へ
申
込

＊
多
摩
地
区
小
規
模
作
業
所
研
修
集

会
「
ど
う
な
る
社
会
福
祉
基
礎
構
造

改
革

”i」

2
月
23
日
午
前
10
時
S
午
後
5
時

／
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

／
1
千
円

（
資
料
代
）

／
同
集
会
実
行
委
員
会

（
お
ち
か
わ
屋
6
5
9
4
.
6
4
7
1
)

＊
今
、
学
校
図
書
館
が
あ
ぶ
な
い
！

5
み
ん
な
で
学
校
図
書
館
を
考
え
る

2
月
24
日
午
後
1
時
30
分
8
4
時

30
分
／
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
／
石
川

県
松
任
市
の
学
校
図
書
館
の
ビ
デ
オ

上
映
、
学
校
図
書
館
嘱
託
員
と
教
員

と
の
連
携
げ
／
日
野
市
の
学
校
図
書

館
を
も
っ
と
よ
く
す
る
会
（
加
藤

6
5
9
2
.
2
0
1
9
)
 

＊
障
害
体
験
を
通
し
て
園
芸
療
法
を

考
え
る

3
月
3
日
午
前
10
時
30
分
＼
午
後

0
時
30
分
／
杉
野
学
園
百
草
教
室
／

25
人

（
先
着
順
）

／
1
千
円
（
教
材

費）

／
2
月
24
日
ま
で
に
同
学
園
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
事
務
局

(6
0
3
.

3
4
9
1
.
8
1
5
1
)

へ
申
込

＊
英
語
を
き
れ
い
に
話
す
た
め
の
レ

ッ
ス
ン
「
発
音
の
基
礎
講
座
」

3
月
4
日
・
7
日
午
前

11
時
S
午

後
0
時
30
分
／
積
水
ハ
ウ
ス
日
野
展

示
場
（
下
田
）

／
1
千

500
円
／
大
久

保
(
6
5
9
9
.
0
6
7
6
)
へ
申
込

「みんなのメモ帳」の締め切り日
3月15日号・・2月26日
4月1日号…3月13日

政治・宗教・営利に関するものは掲載できません。

市主催のものではありませんので、内容の確認は

当事者間で。なお、掲載後に苦情のあったものは、

今後の掲載を見合わさせていただきます。

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
講
座

マ
地
理
講
座
「
川
は
流
れ
る
」
…
2

月
22
日、

3
月

8
日
に
高
幡
図
書

館
／
3
月
7
日
に
中
央
図
書
館
／
3

月
28
日
に
百
草
図
書
館
▼
小
・
中
・

高
生
か
ら
地
図
作
品
募
集

5
地
形
図

へ
の
着
色
：
．
2
月
23
日
午
前
10
時
S

正
午
と
午
後
2
時

5
4
時
に
高
幡
図

書
館
で
行
う
説
明
会
に
参
加
を
。

一

般
の
応
募
も
可
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を
／
菊
澤

(
6
5
9
1
.
3
3
7
8
)

＊
マ
ン
ド
リ
ン
の
集
い

2
月
23
日
午
前

10
時
30
分
＼

11

時
／
栄
光
保
育
園

／
池
谷

(
6

3
 

9
.
1
5
3
8
)
 

5
 

＊
茜
会
作
陶
展

2
月
26
日
S

3
月
3
日
午
前
10
時

8
午
後
6
時
※
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

ひ
ら
と
う

平
等

(
6
5
8
4
.
7
5
4
1
)

＊
押
し
花
ア
ー
ト
作
品
展

2
月
2
7
日
＼
3
月
8
日
午
前
9
時

S
午
後
9
時
／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
／

一
ノ
瀬

(6
5
8
1
.
0
1
7
8
)

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談

2
月
1
5
日
・

16
日
午
前
9
時
S
午

後

6
時
／
相
談
電
話
番
号

0
4
2

6
.
4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
至
誠
第
二
保
育
園
パ
ー
ト
募
集

給
食
の
調
理
を
朝
2
時
問
／
40
歳

く
ら
い
ま
で
の
方
／
同
保
育
園
万
願

寺
分
園
（
高
橋
6
5
8
7
.
0
5
9
2
)

*
B
e
す
け
っ
と
弁
当
配
達
ス
タ
ッ

フ
募
集

普
通
運
転
免
許
所
持
の
方
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
／
N
P
O
法
人
日

野
た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー
ズ

B
e
す

け
っ
と
（

C
.
回
5
8
5
.
.
3
9
3
9
)

＊
ひ
の
社
会
敦
育
セ
ン
タ
ー
の
事
業

▼
宮
野
尾
史
子
現
代
音
楽
パ
ワ
ー
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
…
2
月
24
日
午
後

2
時
か
ら
／
2
千
円
▼
は
じ
め
て
の

着
付
け
教
室
…
2
月
21
日
、
3
月
7

日
・
1
4
日
午
前
10
時
S
正
午
て
子
ど

も
料
理
一
日
体
験
「
ひ
な
祭
ケ
ー
キ

づ
く
り
：

2
月
23
日
午
後
2
時
S
4

時
／

500
円
※
申
込
を
▼
マ
ジ
ッ
ク

入
門
：
3
月

6
日
・
認
日
・

20
日
午

後
7
時

8
8
時
30
分
／
5
千
円

(
3

回
分
）
▼
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
キ
ン
グ

千
葉
・
内
房
総
「
伊
予
が
岳
」
▼
パ

ソ
コ
ン
入
門
l
I
▼
子
ど
も
和
太
鼓
▼

小
学
・
中
学
生
に
よ
る
3
月
体
験
教

室
①
わ
ん
ぱ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
②
子

ど
も
習
字
教
室
③
け
ん
玉
道
場
④
卜

ラ
ン
ポ
リ
ン
⑤
剣
道
⑥
子
ど
も
絵
画

マ
体
操
指
導
員
募
集
▼
東
部
会
館
温

水
プ
ー
ル
監
視
員
募
集
※
費
用
等
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
ひ
の
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
「
ミ
ニ

テ
ニ
ス
交
流
会
」

3
月
10
日
午
前
9
時
か
ら
／
南
平

体
育
館

／
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子

・
女

子）

／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
※

一
人
で
の
参
加
可
。
チ
ー
ム
構
成
は

抽
選
／

700
円
（
保
険
料
げ）

／
2
月

28
日
ま
で
に
同
協
会
（
五
十
嵐

6

5
9
2
.
5
6
8
2
)
へ
申
込

＊
日
野
市
ふ
れ
あ
い
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会3

月
17
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
／

南
平
体
育
館
／
女
子
の
部
、
混
合
の

部
※

1
チ
ー
ム

4
人
以
上
8
人
以

下
／
中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
•
在

勤
・
在
学
者
、
協
会
員
／

500
円
／

3
月
2
日
午
後
7
時
か
ら
南
平
体
育

館
で
の
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
に
費
用
を

持
参
／
新
谷

(
6
5
8
6
.
1
3
6
8
)

-
—

ニ
―
―
-＝

（

-
＝
-

＊
多
摩
中
国
語
講
習
会

4
月
S
9
月
の
会
員
を
募
集
／
会

場
は
立
川
／
入
門
S
会
話
／
3
月
2

日
午
後
2
時

S
4
時
に
説
明
会
あ

り
／
6
カ
月
3
万

5
千
円
※
見
学

可
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
南
部

(
6
5
8
3
.
6
1
4
6
)
 

＊
幼
児
ク
ラ
ブ
「
コ
ッ
コ
」
「
ぴ
よ

ぴ
よ
」週

1
S
2
回
午
前
9
時
S
正
午
／

東
部
会
館
なと
／
絵
本
製
作
、
リ
ト
ミ

ッ
ク
、
季
節
の
行
事
ほ
か
/
1
歳

5
4

歳
児
／
入
会
金
3
千
円
ほ
か
実
費
／

広
瀬

(
6
5
8
5
.
5
6
2
6
午
後

5

時
以
降
）

＊
日
野
市
ス
ポ
ー
ツ
合
気
道
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
S
8

時
30
分
と
、
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時

30
分
S
1
1
時
30
分
／
南
平
体
育
館
竺

／
中
学
生
以
上
の
方
／
入
会
金
2
千

円
、
月
2
千
円
※
学
生
は

1
千

500

円
／
見
学
歓
迎
／
大
野

(
6
5
8
4
.

5
4
3
1
)
 

え
ん

＊

「
炎
の
会
」
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
会

毎
月
第2
•

第
4
土
曜
日
午
後5

時
S
7
時
30
分
／
平
山
地
区
セ
ン
タ

ー
など
／
入
会
金
3
千
円
、

6
カ
月
1

万
2
千
円
／
真
柴

(6
5
9
3
.
4
0

0
6
)
 

＊
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
・
ひ
の

毎
月
第
3
金
曜
日
午
前
9
時
30
分

S
正
午
／
中
央
公
民
館

g
／
入
会
金

1
千

500
円、

6
カ
月

1
万
円
／
斎

藤

(
6
5
9
2
.
1
5
3
0
)

＊
身
近
な
法
律
を
学
ぶ
「
あ
け
ぼ
の

会」毎
月
第
2

•

第
4

水
曜
日
午
前1
0

時
S
正
午
／
高
幡
図
書
館
な
ど
／
6
カ

月
5
千
円
／
城

(
6
5
9
2
.
9
7
8

8
)
 

＊
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
花
野
会
」

毎
週
木
曜
日
午
前
9
時
30
分
5
1
1

時
30
分
／
八
王
了
信
用
金
庫
日
野
支

店
竺
／
人
会
金

1
千
円
、
月

4
千

円
／
見
学
可
／
市
川

(
6
5
9
1
.
5

5
7
0
)
 

＊
寝
た
き
り
や
引
き
こ
も
り
防
止
に

ダ
ン
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
S

3
時
／

八
王
子
信
用
金
庫
高
幡
不
動
支
店
竺
／

入
会
金

1
千
円
、
月
2
千

500
円
／

プ
ロ
の
指
導
あ
り
／
鶴
岡

(
6
5
9
2
.

2
9
0
2
)
 

＊
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ス
ト
レ

ッ
チ
「
日
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」

侮
週
木
曜
日
午
後
2
時
1
5
分
S

3

時
1
5
分
／
南
平
体
育
館
竺
／
入
会
金

1
千
円
、
月
2
千
円
／
タ
オ
ル
、
体

操
着
持
参
／
見
学
歓
迎

／
石
井

(
6
5
9
3
.
3
5
1
5
)
 

＊
水
彩
画
「
水
耀
会
」

毎
月
第
1
•

第
3

水
曜
日
午
前1
0

時
S
正
午
／
中
央
公
民
館
竺
／
身
近

な
題
材
を
楽
し
く
描
＜
／
入
会
金

1

千
円
、
月
3
千
円
、
雑
費
3
カ
月
1

千
円
／
指
導
あ
り
／
広
瀬

(
6
5
9
1
.

4
4
7
5
)
 

＊
女
声
合
唱
「
コ
ー
ロ
フ
ィ
オ
レ
ッ

テ
ィ
」毎

週
火
曜
日
午
前
9
時
30
分
S
正

午
／
勤
労
•
青
年
会
館
な
ど
／
月
4
千

500
円
／
見
学
歓
迎
／
増
田
(
6
5
8
4
.

0
5
6
4
)
 

＊
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
「

H
o
w」

月
2
S
3
回
主
に
士
曜
・
日
曜
日

の
午
後
／
三
沢
中
など
／
18
歳
以
上
／

運
動
の
出
来
る
服
装
や
靴
持
参
／
初

心
者
歓
迎
／
坂
本

(
6
0
9
0
.
2
2

4
8
.
4
6
6
9
)
 

＊
ペ
ン
習
字
ズ
ペ
ン
字
サ
ー
ク
ル
ひ

の」毎
月
第
1
•

第
3

火
曜
日
午
前
1
0

時
S
正
午
／
中
央
公
民
館
な
ど
／
入
会

金
1
千
円
、
月
1
千

500
円
／
デ
ス
ク

ペ
ン
、
計
算
用
紙
持
参
／
初
心
者
歓

迎
／
矢
田

(6
5
8
3
.
9
6
5
4
夜
間
）

＊
イ
タ
リ
ア
語
入
門
コ
ー
ス

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
S
午

後
0
時
30
分
／
百
草
図
書
館
竺
／
講

師
は
元

N
H
K
ラ
ジ
オ
講
座
講
師
／

月
4
千
円
／
川
野

(
6
5
9
2
.
6
2

9
6
)
 

＊
日
野
遊

i
n
g
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

毎
月
第
2
•

第
4

木
曜
日
午
後6

時
S
9
時
30
分
／
中
央
公
民
館
な
ど／

撮
影
・
編
集
を
楽
し
＜
／
年

3
千

円
／
内
海

(
6
5
8
4
.
9
1
1
6
)

＊
大
正
琴
「
琴
多
美
会
」

毎
月
第
1

•

第
3

水
曜
日
午
前
1
0

時
S
正
午
／
束
部
会
錮
竺
／
費
用

等
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
初
心

者
歓
迎
／
増
島

(
6
5
9
1
.
0
4
7

7
午
後
4
時
以
降
）

＊
囲
碁
「
井
目
会
」

鋸
週
水
曜
日
午
後
1
時
S
5
時
／

中
央
公
民
館
な
ど
／
月
1
千

500
円
／

初
心
者
歓
迎
／
中
村

(
6
5
9
1
.
6

3
0
0
)
 

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
エ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」

毎
週
火
曜
日
午
前
9
時
S
正
午
／

南
平
体
育
館
な
ど
／
入
会
金

1
千
円
、

月
1
千

500
円
／
指
導
あ
り
。
初
心

者
歓
迎
／
津
田

(
6
5
8
5
.
3
9
6
3

午
後
3
時
以
降
）

＊
幼
児
サ
ー
ク
ル
「
ラ
ッ
コ
」

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
前
10
時
S

11
時
30
分
／
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

記
／
リ
ト
ミ

ッ
ク
、
製
作
／
2
歳
S

4
歳
児
／
入
会
金
2
千
円
、
月
4
千

500
円
／
佐
藤

(
6
5
8
1
.
8
5
9
9
)

＊
か
し
の
木
書
道
O

B
会

第
1
•

第
3
金
曜
日
午
前1
0時S

正
午
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

／
成

人
／
月
3
千
円
／
指
導
あ
り
／
田
辺

(
6
5
8
1
.
6
4
0
3
)
 

＊
リ
ズ
ム
気
功
・
健
康
・
美
容
の
会

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
8
3

時
30
分
／
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
／

月
3
千
円
／
南
雲

(
6
5
9
1
.
7
2

6
3
)
 

＊
幼
児
サ
ー
ク
ル
「
の
ん
の
」

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
＼

11
時
30

分
／
ひ
の
児
童
館

g
／
製
作
、
外
遊

びほか
/
1
歳
S
4
歳
児
の
親
子
／
年

1
千

200
円
（
本
紙
前
号
掲
載
の
月

1
千

200
円
は
誤
り
）
、
保
険
料
年

450

円
／
小
泉

(
6
5
8
4
.
0
1
7
0
)

*
N
P
O
サ
イ
バ
ー
日
野

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
に
「
仮
想
都
市
日
野
」
を
建
設
し

て
産
業
、
文
化
、
教
育
、
福
祉
、
行

政
、
市
民
生
活
な
ど
の
分
野
で
地
域

情
報
の
収
集
・
配
信
を
行
う
／
個
人

会
員
無
料
、
企
業
会
員
有
料
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
／
N
P
O
サ
イ
バ

ー
日
野
事
務
局

(6
5
8
4
.
0
7
3

0
/
http:/
 /w
w
w
.c,hino
.o
r
g
/)
 

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
カ
ト
レ
ア
」

毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
S
9
時
／

湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
竺
／
初
心
者
／

ま
ち
の
話
題

＊
小
正
月
の
伝
統
行
事

「
ど
ん
ど
焼
き
」
行
わ
れ
る

冬
の
風
物
詩
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
、

1
月
14
日
滝
合
小
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
平
山
ど
ん
ど
焼
き
保
存
会
」

に
よ
る
こ
の
催
し
も
今
年
10
周
年
。

大
気
汚
染
に
つ
な
が
る
ビ
ニ
ー
ル
類

入
会
金

1
千
円
、
月

3
千
円
／
プ
ロ

の
指
導
あ
り
／
田
野
倉

(
6
5
9
1
.

7
3
5
8
)
 

＊
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」

苺
週
金
曜
日
午
後
1
時
S

3
時
／

湯
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
竺
／
経
験
者
／

入
会
金

1
千
円
、
月
3
千
円
／
プ
ロ

の
指
導
あ
り
／
横
野

(
6
5
9
2
.
8
4

0
3
)
 

＊
大
正
琴
「
藤
美
会
」

月
2
回
／
落
川
地
区
の
地
区
セ
ン

タ
ー
竺
／
童
謡
、
唱
歌
、
な
つ
メ

ロ
／
1
回
1
千

300
円
／
指
導
あ
り
。

見
学
歓
迎
／
斉
藤

(
6
5
9
2
.
2
1

5
1
)
 

＊
日
野
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
30
分
＼
正

午
／
市
内
で
練
習
／
弦
楽
器
全
般
、

ホ
ル
ン
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
を
募
集
※
市

外
の
方
も
歓
迎
。
費
用
等
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
／
高
岡

(
6
5
8
4
.

9
6
4
7
)
 

＊
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
「
手
づ

く
り
暮
ら
し
の
会
」

毎
月
第
1

•

第
3

金
曜
日
午
後
1

時
5
3時
／
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー

g
/

月
2
千
円
／
大
塚

(
6
5
9
1
.
2
7

3
8
)
 

＊
油
彩
・
水
彩
「
銀
の
会
」

毎
月
第
1
•

第
3

土
曜
日
午
後
1

時
S
4
時
／
生
活

・
保
健
七
ン
タ
ー

など
＇／
入
会
金

2
千
円
、
月

2
千

500

円
／
指
導
あ
り
。
初
心
者
歓
迎
／
渡

辺

(
6
5
8
3
.
3
4
7
8
)

は

一
切
取
り
除
き
、
環
境
に
配
慮

し
ま
し
た
。
同
保
存
会
の
旗
野
治

男
実
行
委
員
長
は
「
約
1
千
人
の

参
加
者
が
見
守
る
中
、
や
ぐ
ら

（
写
真
）

に
火
を
つ
け
る
と
、

青
竹

が
パ
ン
パ
ン
と
は
じ
げ
る
音
に
大

き
な
歓
声
が
わ
き
ま
し
た
。
毎
年
、

家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
祈
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◎
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■ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
隊

士
募
集

5
月
12
日
の
新
選
組
パ
レ
ー
ド
に

参
加
す
る
隊
士
を
募
集
し
ま
す
。

“
 

ドレp¥
 

J
 

＼
 

ししま勇のちた士隊▲
 

16
歳
以
上
の
方
／
衣
装
貸
出
者
50

人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
衣

装
・
小
道
具
の
刀
等

一
式
持
参
の
方

は
別
枠
／
3
千

500
円
（
衣
装
、
着

付
け
、
保
険
、
昼
食
、
写
真
、
記
念

品
代
ほ
か
）
※
衣
装
等

一
式
持
参
で
参

加
希
望
の
方
は
2
千

500
円
／
3
月

15
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
で
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
身
長
、
5
月
1
1
H
山
の
私
服

に
よ
る
隊
士
コ
ン
テ
ス
ト
ヘ
の
参
加

の
可
否
を
記
入
し
、
顔
写
真
(
4
巧
X

4
丑
／
）
と
返
信
用
ハ
ガ
キ
（
住
所
、

氏
名
を
記
入
）
を
同
封
し
、
〒
1
9
1

—

8
6
8
6
日
野
市
役
所
産
業
振
興
課

内
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
へ
※
衣
装
等

一
式
持
参
の
場

合
は
そ
の
旨
を
明
記
。
記
入
不
備
が

あ
る
場
合
、
参
加
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。
結
果
は

4
月
中
旬
ま
で
に
発
送
予
定

●

「
石
け
ん
工
場
バ
ス
見
学
会
」
参

加
者
募
集
5
市
民
還
元
イ
ベ
ン
ト

2
月
26
日
午
前
7
時
30
分
い
な
げ

や
日
野
駅
前
店
前
出
発
、
午
前
7
時

45
分
ス
ー
パ
ー
お
お
た
高
幡
不
動
店

前
出
発
※
午
後
5
時
30
分
こ
ろ
日
野

帰
着
／
太
陽
油
脂
団
（
横
浜
市
神
奈

川
区
）

／
40
人
（
先
着
順
）
※
昼
食

は
各
自
で
／
2
月
2
0
日
ま
で
に
ひ
の

市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転

市
場
」
万
願
寺
店
(
6
5
8
7
.
1
7

8
1
)
へ
申
込

■伸
び
ゆ
く
日
野
市
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す

普
段
の
な
に
げ
な
い
光
景
を
写
し

た
作
品
か
ら
美
し
い
四
季
折
々
の
街

の
姿
、
市
内
の
行
事
に
打
ち
込
む

人
々
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

f
：
出

9
'•[ 
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2
月

26
日
5
3
月
8
日
／
市
役
所

1
階
市
民
ホ
ー
ル
／
日
野
市
観
光
協

会
（
市
役
所
内
）

■福
祉
の
つ
ど
い
と
天
野
亨
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

長
年
福
祉
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
表
彰
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
観
覧
を
ご
希
望
の
方

は
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

3
月
2
日
午
後
1
時

30
分

S

4

時
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

／
表
彰

式
、
天
野
亨
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）
コ

ン
サ
ー
ト
／
日
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)

■春
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
参

加
者
募
集

3
月
18
日
S
4
月
14
日
／
市
内
及

び
近
隣
福
祉
施
設
・
団
体
／
小
学
生

s
一
般
（
受
け
入
れ
先
に
よ
り
異
な

る）

／

500
円
／
説
明
会
は
3
月

10

日
午
後
2
時
S
4
時
に
中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
※
施
設
担
当
者
と
の
話
し

合
い
、
日
程
調
整
が
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
出
席
を
／
申
込
用
紙
（
当
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
あ
り
）
を
日
野
本
町
7

の
5
の

23
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
日 ▲天野亨（テノール歌手）

午
後
2
時
S
4
時
／
中
央
公
民

館
／
事
前
申
込
制
で

1
歳
＼
就
学
前

の
幼
児
8
人
の
保
育
あ
り
。
保
育
説

明
会
を
予
定
／
中
央
公
民
館
(
6

8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込

5
 

■中
高
年
向
け
絵
画
教
室

初
心
者
ク
ラ
ス
…
第
1
•
第
3
水

曜
日
午
後
1
時
か
ら
・
2
0
人
、
経
験

者
ク
ラ
ス
…
第
1
•
第
3
水
曜
・
木

曜
日
午
前
・
若
干
人
／
リ
サ
イ
ク
ル

事
務
所
／
水
彩
・
油
彩
・
デ
ッ
サ
ン
／

45
歳
以
上
の
市
民
／
入
会
金
2
千

円
、
月
3
千

300
円
（
別
途
教
材
費

2月27日

6日

早乙女紀代美氏（東京ユング研究会セラピスト）

山花郁子氏（児童文学者）

13日 影山任佐氏（東京工業大学教授）

3
月 20日

田中智子氏（親業訓練協会指導員）
27日

思春期の心理と家族関係

子どもの心を開 く読書のすすめ

自己を失った少年たち
～自己確認型犯罪を読む～

子どもに愛が伝わっていますか
～親業って何だろう～

フリートーク
～親の学びこそ今必要？～

■子
ど
も
の
心
が
見
え
ま
す
か
S
親

子
と
も
に
育
ち
合
う
た
め
に

今
、
子
ど
も
た
ち
は
非
行
、
登
校
拒

否
、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
様
々

な
面
で
、
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
が
子
ど
も
た
ち
と
ど
う

向
き
合
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
今
何
が

で
き
る
の
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(6
5
8
2
.
2
3
1
8
)
へ

■市
内
公
園
の
落
ち
葉
を
利
用
し
た

腐
葉
土
等
の
販
売

昨
年
好
評
だ
っ
た
腐
葉
士
と
乾
燥

肥
料
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
販
売
先
11
闘
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
(
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

あ
り
）

／
講
師
・
安
井
理
氏
／
2
月

26
日
に
説
明
会
あ
り
／
2
月
21
日
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
絵
画

教
室
係
(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)
へ
申
込

■犬
の
飼
い
方
講
習
会
5
愛
犬
と
も

っ
と
楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に

3
月
2
日
午
後
1
時
30
分
S
4
時

30
分
／
市
役
所
5
階

505
会
議
室
／

愛
犬
の
予
防
医
学
の
話
・
し
つ
け
教

室
※
犬
を
連
れ
て
の
参
加
は
ご
遠
慮

を
／
南
多
摩
獣
医
師
会
（
池
田
6

5
8
3
.
2
9
6
1
)
・
市
環
境
保
全
課

●
パ
ソ
コ
ン
講
習

①
初
め
て
の
パ
ソ

コ
ン
(
3
月
2

日
・
3
日
）
②
w
o
r
d
基
礎
(
3

月
2
日
・
3
日
）
③
W
o
r
d
応
用

(
3
月
9
日
・

10
日
）
④
E
X
C
e

ー
基
礎
(
3
月
9
日
・

10
日）

⑤

E

X
C
e
l
応
用
(
3
月
16
日
・
1
7
日
）

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

E
メ
ー
ル

(
3
月

16
日
・
1
7
日
）

／
①
③
⑤
午

前
9
時
S
正
午
、
②
④
⑥
午
後
1
時

S
4
時
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
／
各
7
千

500
円
（
教
本
代
含

む）

／
2
月
26
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
講
習
番

号
を
記
入
し
、
〒
1
9
1
|
0
0
1
1

日
野
本
町
2
の
4
の
7
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ

I

P

C
教

室

係

(

6

5
8
9
.
1
2
4
8
)
へ

●
移
動
公
民
館
「
テ
デ
ィ
ベ
ア
づ
く

り
講
習
会
」

．

手
触
り
が
や
わ
ら
か
く
人
の
心
を

温
か
く
す
る
テ
デ
イ
ベ
ア
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

3
月
2
日
・
9
日
・

16
日
・

23
日

午
後
2
時
5
4
時
／
豊
田
駅
北
交
流

セ
ン
タ
ー
／
講
師
•
生
田
真
由
美
氏

（
プ
リ
メ
ー
ラ
テ
デ
イ
ベ
ア
ア
カ
デ

ミ
ー
）
／
20人
／
2
千

800
円
（
材

料
費
）

／
中
央
公
民
館
(
6
5
8
1
.

7
5
8
0
)
へ
申
込

●
公
民
館
講
座

公
民
館
の
役
割
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

①
3
月
2
日
…
「
公
民
館
と
市
民
」

②
3
月
16
日
…
「
公
民
館
と

N
P
o
」

③
3
月
16
日
・
・
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／

午
後
1
時
S
3
時
／
①
③
・
・
・
中
央
公

民
館
②
：
・
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
講

師
•
朝
岡
幸
彦
氏
（
東
京
農
工
大
学

助
教
授
）
げ
／
30
人
／
中
央
公
民
館

(6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ
申
込

■園
芸
療
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

3
月
5
日
午
後
1
時
30
分
S
3
時

叩
分
…
園
芸
療
法
と
は
、
3
月
12
日

午
後
1
時
30
分
S
3
時
30
分
…
園
芸

療
法
の
植
物
の
選
び
方
等
、
3
月

19

日
午
後
1
時
S
4
時
30
分
…
園
芸
療

法
の
実
際
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
／
東
京
都

多
摩
療
護
園
／
講
師

・
澤
田
み
ど
り

氏
、
深
町
康
志
氏
（
園
芸
療
法
研
修

会）

／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望

し
、
3
回
と
も
出
席
で
き
る
方
／
30

人
（
先
着
順
）

／
1
千
円
／
日
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
(
6
5
8
2
.
2
3

1
9
)
へ
申
込

■消
費
生
活
講
座
「
狂
牛
病
と
く
ら

し」
狂
牛
病
の
現
状
や
安
全
性
を
考
え

る
と
同
時
に
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

3
月
7
日
午
後
1
時
30
分
S
3
時
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・

―――

森
国
敏
氏
（
束
京
農
工
大
学
教

授）

／
40
人
（
先
着
順
）
※
2
歳
児
以

上
の
保
育
あ
り
。
2
月
2
8
日
ま
で
に

生
活
課
(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)
へ
申
込

■日
野
市
勤
労
者
セ
ミ
ナ
ー
「
育

児
・
介
護
休
業
法
と
改
正
の
ポ
イ
‘
<＇」

私
た
ち
を
取
り
巻
く
労
働
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
テ
ー

マ
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

3
月
12
日
・

13
日
午
後
6
時
30
分

S
8
時
30
分
※
1
日
の
み
の
参
加
も

可
／
勤
労
•
青
年
会
館
※
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
／

「
育
児
休
業
・
介
設

休
業
と
は
」
5
よ
り
よ
い
働
く
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
／
講
師
・
神
尾
真

知
子
氏
（
尚
美
学
園
大
学
教
授
）

／

各
回
80
人
（
先
着
順
）
※
手
話
通
訳

あ
り
。
希
望
者
は
事
前
に
連
絡
を
／

産
業
振
興
課
へ
申
込

■ひ
の
市
民
大
学
（
体
験
学
習
学
部
）

で
受
講
生
募
集
「
ひ
の
市
民
大
学

.m
大
成
荘
星
空
観
望
会
と
そ
ば
打

ち
体
験
」

清
里
・
大
成
荘
で
の
講
座
を

一
泊

二
日
で
行
い
ま
す
。
一
日
目
に
は
冬

の
星
を
観
測
し
て
、

二
日
目
に
は
そ

ば
打
ち
体
験
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

3
月
16
日
S
1
7
日
※

16
日
午
後
2

時
日
野
市
役
所
出
発
S
1
7
日
午
後
3

時
同
所
解
散
／
日
野
市
立
八
ヶ
岳
高

原
大
成
荘
／
大
友
哲
氏
（
清
里
天
文

同
好
会
）
ほ
か
／
40
人
※
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
／
5
千
円
（
往
復
貸
切

バ
ス
、
宿
泊
代
、
食
事
料
等
。
当
日

徴
収
）

／
2
月
2
8
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
を
記
入
し
、

〒
1
9
1ー

8

6
8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
ヘ

■
「
日
野
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
つ
く

ろ
う
」
5
子
ど
も
の
声
は
ず
む
町
を

取
り
戻
す
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
集
い
、

大
勢
で
遊
べ
る
場
所
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
今
、
子
ど
も
た
ち
に
遊
び
の
環

境
を
取
り
戻
す
第

一
歩
と
し
て
プ
レ

ー
パ
ー
ク
（
冒
険
遊
び
場
）
が
話
題

に
な

っ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ー
パ
ー
ク

と
は
何
か
を
講
演
を
通
じ
て
考
え
ま

す
。
ま
た
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
つ
く

ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る

10
代
、
2
0

代
の
若
者
の
生
の
声
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

順業 1 田は 30
•̀ ——- 9 

／ 
担ク谷ご分 2

生当事ボ遠 ／ 月
活専業フ慮七 24

課門 チ
／を 生 日

’ 云 員
テ ／ 公午

ャ
‘--

イ天会後
58l ／ イァ野堂。

4 300ド
ル協秀※時

会昭車 30
1 人ラプ氏で分
1,----._イレヘの S
2 先ン l （御来 3
-/ 着事パ世場時

▲思い切り遊べるよ

■リ
ズ
ム
体
操
教
室

3
月
7
日
S
2
8
日
の
毎
週
木
曜
日

（
全
4
回
）
午
前

10
時

30
分
S
1
1
時

■さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
S
日
野

の
湧
水
を
歩
こ
う

冬
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
冷
た
＜

流
れ
る
豊
田
用
水
を
見
た
後
、
南
平

丘
陵
公
園
か
ら
動
物
園
へ
の
遊
歩
道

を
歩
く
と
日
野
市
を
一
望
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

2
月

24
日
午
前
9
時
に
豊
田
駅
南

口
集
合
※
雨
天
実
施
／
豊
田
駅
南
口

↓
中
央
図
書
館
↓
豊
田
用
水
↓
一
番

橋
↓
南
平
丘
陵
公
園
↓
多
摩
動
物
公

園
（
入
園
）

／

100
円
（
当
日
徴

収）

／
飲
み
物
、
参
歩
証
（
お
持
ち

の
方
）
持
参
※
当
日
集
合
場
所
で
の

受
付
可
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
込

■H
I
N
o
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
多
摩
動
物

公
園
内
を
ま
わ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
月
10
日
午
前
9
時
30
分
多
摩
動

物
公
園
前
集
合
。
午
後
3
時
ご
ろ
解

散
※
雨
天
中
止
（
小
雨
実
施
）

／
1

組
2
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
※
小
学
生

グ
ル
ー
プ
も
可
／
筆
記
用
具
、
弁
当
、

雨
具
持
参
／
3
月
7
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
ま

た
は
ひ
の
児
童
館
(
6
5
8
1
.
7
6

7
5
)
へ
申
込

■み
ん
な
わ
い
わ
い
親
子
体
操

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
関
心
の
あ
る

方
、
親
子
で
体
を
動
か
し
た
い
方
、

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

45
分
／
束
部
会
館
／
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
楽
し
く
動
か
す
体
操
で
、
ど

な
た
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
／

50

人
／

300
円
／
2
月
25
日
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
〒
1
9
1
|
8

6
8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
ヘ

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
3
月
利
用

分
抽
選
会

2
月
2
0
日
／
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校
庭

…
4
時

／
市
役
所
5
階

505
会
議

室
／
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
団
体

登
録
証
を
持
参
の
方
対
象
※
中
学
生

以
下
は
不
可
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

3
月
12
日
午
前
10
時
か
ら
と
1
1
時

か
ら
の
ど
ち
ら
か
※
午
前
9
時
30
分

S
正
午
は
自
由
遊
び

／
南
平
体
育

館
／
0
歳
S
4
歳
の
乳
幼
児
と
親
／

東
部
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
6
.
1
3
1
2
)
 

■市
民
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー

乗
鞍
高
原
・
上
高
地
へ
の
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
メ
イ
ン
の

バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
（
天
候
に
よ
り
行

程
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
は
専
属
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
付
き
で
す
の
で
、
初
心
者
の

方
も
安
心
で
す
（
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
は
付
き
ま
せ
ん
）
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

3
月
18
日
S
2
0
日
（
日
野
山
荘
2

泊
3
日
）
※
出
発
は

18
日
午
前
8
時

に
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
。
解
散

は
2
0
日
午
後
5
時
ご
ろ
同
所
で
／
市

内
在
住
・
在
勤
の
健
康
な
方
／
40
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
最
少

催
行
人
数
30
人
。
部
屋
割
り
は
、
男

女
別
の
相
部
屋
／
2
万
8
千
円
（
宿

泊
代
、
バ
ス
代
、
食
事
代
、
乗
鞍
高

原
温
泉
ス
キ
ー
場
の
1
日
リ
フ
ト
券

1
枚
も
し
く
は
ツ
ア
ー
期
間
中
の
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
の
レ
ン
タ

ル
券
ど
ち
ら
か
を
含
む
）

／
2
月
25

日
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番

号
、
性
別
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
レ
ン

タ
ル
希
望
者
は
身
長
と
足
の
サ
イ
ズ

を
併
記
）
・
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
の
い
ず
れ
が
希
望
か
を

記
人
し
‘
-
T
1
9
1
1
0
0
1
1
日
野
本

町
2
の
4
の
7
日
野
市
企
業
公
社

(6
5
8
7
.
6
3
2
1
)
へ
※
抽
選
結

果
は
2
月
27
日
発
送
予
定

■日
野
市
民
会
館
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

3
月

21
日
午
後
2
時

30
分
か

ら
／
小
ホ
ー
ル

／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

三

重
奏
ソ
ナ
タ
ト
長
調
K
V
4
2

3
」
記
／
田
代
美
恵
子
（
バ
イ
オ
リ

ン
）
、
ペ
ト
ロ
・
プ
シ
ビ
ル
（
ビ
オ

ラ
）
げ
／
前
売
り
3
千

500
円
※
中

学
生
以
下
と

65
歳
以
上
の
方
2
千

500
円
。
全
席
自
由
／
市
民
会
館

(
6
5
8
5
.
2
0
1
1
)
 

゜
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＇ 
952 

●
市
・
都
民
税
の
申
告
が
必
～
要
な
方

①
平
成

14
年
1
月
1
日
現
在
、
日
野
市

に
住
ん
で
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
営
業
等

・
農
業

・
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必

要
と
し
な
い
方

②
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

③
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必
要

と
し
な
い
方

④
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
な
い
方

⑤
公
的
年
金
の
受
給
者
で
所
得
税
の
確

定
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方

⑥
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で
、

年
末
調
整
・
所
得
の
申
告
で
、
同
居
の

方
の
扶
蓑
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
方

⑦
他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
の

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方
（
一
人
住

ま
い
の
学
生
•
お
年
寄
り
な
ど
）

⑧
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で

も
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
と
非
課
税
証
明
書
が
必
要
な
方

②
日
野
市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
平
成

14
年

1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
家
屋

敷
・
事
業
所
・
事
務
所
を
所
有
し
て
い

る
方

（単
身
赴
任
中
の
方
な
ど
）

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
市
・
都
民
税
申
告
書
（
申
告
書
が
送

ら
れ
て
い
る
方
は
そ
の
用
紙
）

②
平
成
13
年
中
の
所
得
（
収
入
）
に
関

す
る
書
類

①
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票
か

給
与
明
細
書

②
年
金
所
得
の
方
は
、
年
金
の
源
泉
徴

収
票

③
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
る
方

，
 

＝
 

間時N
 

七
生
支
所
・

豊
田
駅
連
絡
所
で
も
完

全
に
記
入
済
み
の
市
・
都
民
税
申
告
書

は
お
預
か
り
し
ま
す
が
、
税
専
門
の
職

員
が
い
な
い
た
め
、
申
告
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
。
内
容
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

市
民
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

.• 
"
 

期
間
は

t
月
118,

i1月
店

市

・

都

民

税

の

申

告

と

所

得

税

の

確

定

申

告

の

受

付

期

間

は

‘

申

告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

2
月
18
日

⑪

ー

3
月
15
日
面
で
す
。

＇

す
の
で
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入

例

年

、

申

告

期

銀

が

近

づ

く

と

窓

口

が

大

変

混

雑

し

ま

す

。

し

、

必

要

書
類
を
同
封
の
う
え
、
〒

191

申

告

は

早

め

に

お

済

ま

せ

く

だ

さ

い

。

ー

8

6
8
6
日
野
市
役
所
市
民
税
課
ヘ

は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
算
定
基
▽
問
合
せ
先
11
市
民
税
課

入

9

所
得
税
、
9

/

礎
と
な
る
帳
簿
や
領
収
書

確
定
申
告
は
g
I野
税
務
署
へ

③
平
成
13
年
中
の
控
除
に
関
す
る
書
類

①
国
民
健
康
保
険

・
介
護
保
険
・
国
民

J
．ざ

I‘ 

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た

●
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

方

は

、

そ

の

領

収

書

な

ど

①

事

業

所

得

・

不

動

産

所

得

・

譲

渡

所

②
生
命
保
険
料

・
損
害
保
険
料
な
ど
を
得
な
ど
の
合
計
額
が
各
種
所
得
控
除
の

支
払
っ
た
方
は
、
そ
の
支
払
証
明
書

合

計

額

を
超
え
る
方

③
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
身
体
②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
給
与
の
収

障

害

者

手

帳

な

ど

入

金

額

が

2

千

万

円

を

超

え

る

方

、

給

④
そ
の
ほ
か
控
除
に
必
要
な
書

類

与

所

得

以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
を

※
社
会
保
険
料
な
ど
で
、
給
与
所
得
の
超
え
る
方
及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
分
に
を
得
て
い
る
方

、
、
会
社
か

3
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
て

つ
い
て
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん

④

印

鑑

（

認

め

印

で

可

）

ら

給

与

の

ほ

か

に

貸

付

金

の

利

子

、

店

●
申

告

書

の

配

布

舗

・

工
場
な
ど
の
賃
貸
料
の
支
払
い
を

市
・
都
民
税
申
告
書
は
、
市
役
所
1

受
け
て
い
る
方

階
市
民
税
課
・
七
生
支
所
・

豊
田
駅
連

●
申
告
書
の
配
布

絡
所
に
あ
り
ま
す
。
な

お

、

郵

送

し

ま

確

定
申
告
書
は
、
日
野
税
務
署
に
あ

す
の
で
、
必
要
な
方
は
市
民
税
課
に
ご
り
ま
す
。
市
役
所
1
階
市
民
税
課
・
七

連
絡
く
だ
さ
い
。

生
支
所

・
豊
田
駅
連
絡
所
に
は、

一
部

●
申

告

相

談

・

受

付

の

申

告
書
に
限
っ
て
置
い
て
あ
り
ま
す

市
・
都
民
税
の
申
告
相
談
・
受
付
が
、
申
告
書
の
種
類
と
数
に
限
り
が
あ

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

り

ま
す
の
で
、

電
話
で
確
認
の
う
え
、

ご
来
庁
く
だ
さ
し

●
申
告
書
の
提
出
先

確
定
申
告
書
の
提
出
先
は
、
日
野
税

務
署
で
す
。
申
告
期
間
中
は、

完
全
に

記
入
済
み
の
申
告
書
に
限
り
、
市
役
所

1
階
市
民
税
課
で
お
預
か
り
し
て
、
日

野
税
務
署
に
届
け
ま
す
。
（
ご
質
問
・

ご
相
談
は
、
税
務
署
に
お
願

い
し
ま

す
。）

●
申
告
書
は
手
軽
に
郵
送
で

申
告
書
は
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

ご
自
分
で
申
告
書
を
作
成
さ
れ
た
方

は
、
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

▼
郵
送
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

「
申
告
書
の
控
え
」
に
税
務
署
の
収

受
日
付
印
が
必
要
な
方
は
、
提
出
用
申

告
書
の
ほ
か
、
「
申
告
書
控
」
、
「
切
手

●市・都民税の申告相談・受付

日` 程 $,” 会 場 パ

2月18日（月）
s 市役所1階

3月15日（金） l O l会議室
※土躍日羅日を餘＜

2月20日（水） 七生公会堂i 
22日（金） ※車での来場はこ遠慮を

00~1 l 00、13 00~16 00 

言い
心
Nふ

る
さ
と
博
物
館
で
は
、
『
日
野
新

選
組
展
』
図
録
の
再
版
に
伴
い
、
昨
秋

開
催
し
て
ご
好
評
い
た
だ
い
た

『甲
州

夢
街
道

2
0
0
1

甲
州
道
中
日
野

宿
』
の
展
示
内
容
を
増
補
し
た
新
図
録

『甲
州
道
中
日
野
宿
と
新
選
組
』
（
写
真
）

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

日
野
宿
が
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
甲
州

道
中
の
宿
場
に
指
定
さ
れ
た
経
緯
や
宿

場
の
概
観
、
往
来
し
た
人
々
や
多
摩
川

を
渡
る
日
野
渡
船
場
の
こ
と
、
そ
し
て

幕
末
に
脚
光
を
浴
び
た
新
選
組
に
つ
い

て
な
ど
、
日
野
宿
を
土
台
に
生
ま
れ
た

歴
史
の
様
相
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
価
格

1
1
1
千
円

▽
発
売
場
所

11
ふ
る
さ
と
博
物
館
、
市

役
所
1
階
市
政
図
書
室

▽
問
合
せ
先

11
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6

5
8
3
.
5
1
0
0
)
 

を
張
っ
た
返
信
用
の
封
筒
」
を
同
封
し
、

〒
1
9
1
|
8
5
2
0
日
野
税
務
署
へ

。
な

お
、
返
信
用
封
筒
に
は
、
住
所
、
氏
名

を
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
i
 

J

注
意
を
！

ヽ`
＇
ノcl申

告
書
や
納
付
書
が
送
ら
れ
て
い
る

方
は
、
必
ず
そ
の
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い

②
営
業
等
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ

る
方
は
、
必
ず
決
算
書
や
収
支
内
訳
書

を
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い

③
申
告
書
の
「
控
」
も
必
ず
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

④
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ

た
申
告
を
し
た
場
合
は
、
後
で
不
足
の

税
金
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
定

申
告
書
は
、
自
分
で
正
し
く
書
き
ま
し

ょ
う

▽
問
合
せ
先

11
日
野
税
務
署

(6585.

5
6
6
1
)
 

詩
の
朗
読
と
紙
芝
居

「た
き
び
の
詩
人

巽
聖
歌
と
新
美
南
吉
」

乎
易
で
美
し
い
日
本
語
と
み
ず
み
ず

し
い
感
性
で
語
ら
れ
る
巽
聖
歌
の
童
謡

を
朗
読
で
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
併
せ

て
、
新
美
南
吉
の
童
話
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

を
紙
芝
居
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

童
謡

「
た
き
び
」
の
作
者
と
し
て
知

ら
れ
る
巽
聖
歌
は
、
本
名
を
野
村
七
蔵

と
い
い
、
明
治
38
年

(
1
9
0
5
)
岩

手
県
紫
波
郡
日
詰
町
（
紫
波
町
）
に
生

ま
れ
た
。
14
歳
の
と
き
、
知
人
の
家
で

雑
誌

『赤
い
鳥
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
き

っ
か
け
で
童
謡
に
興
味
を
持
ち
、
友
人

と
同
人
誌
を
発
行
し
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
大
正

14
年

(
1
9
2
5
)
2
0

歳
の
と
き
に
『
赤
い
鳥
』
に
投
稿
し
た

「
水
口
」
が
北
原
白
秋
に
認
め
ら
れ
、

童
謡
作
家
と
し
て
世
の
中
に
認
め
ら
れ

る
き
っ
か
け
を
得
た
。
昭
和
3
年

(
1

9
2
8
)
、
『
赤
い
鳥
j

で
活
躍
し
て
い

た
白
秋
門
下
の
童
謡
詩
人
た
ち
が
「
赤

い
鳥
童
謡
会
」
を
結
成
す
る
と
、
聖
歌

も
そ
の

一
員
に
加
え
ら
れ
た
。
同
年
白

秋
の
勧
め
で
上
京
、
翌

4
年
白
秋
の
弟

北
原
鉄
雄
が
社
長
を
務
め
る
出
版
社
ア

ル
ス
の
社
員
と
な
っ
た
。
昭
和
5
年
に

は、

童
謡
同
人
誌

『乳
樹
』
（

の
ち

『チ
チ
ノ
キ
』）

を
創
刊
、
翌

6
年
に
は

ろ

ば

処
女
童
謡
集
『
雪
と
聰
馬
』
を
出
版
し
た
。

同
年
12
月
に
は
、
『
チ
チ
ノ
キ
』
の

同
人
と
な
っ
た
童
話
作
家
新
美
南
吉

(
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ

ン
プ
」
な
ど
の
作
者
）
が
聖
歌
を
頼
っ

て
上
京
。
聖
歌
は
い
ち
早
く
彼
の
才
能

を
認
め
、
創
作
活
動
を
応
援
し
た
。
こ

の
年
洋
画
家
武
居
千
春
（
春
陽
会
会
員
）

冦］

ヽ

▽
日
時
1
1
2
月
23
日
山
午
後
2
時
ー
4
時

▽
会
場
11
ふ
る
さ
と
博
物
館

▽
内
容

11
朗
読
と
語
り
（
内
藤
和
美

氏
）
、
紙
芝
居
（
園
部
初
枝
氏
）

▽
対
象
11
小
学
3
年
生
以
上

▽
定
員
1150
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み

1
1
2
月
15
日
⑤
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
ふ
る
さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.

5
1
0
0
)

へ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

麟
の
犀
史
と
民

oo

と
結
婚
。
彼
女
は
、
わ
が
国
の
女
流
画

家
の
草
分
け
と
し
て
、
平
成
12
年
91
歳

で
亡
く
な
る
ま
で
活
躍
し
た
。

昭
和
1
6
年
12
月、

N
H
K
の
ラ
ジ
オ

幼
児
向
け
番
組
の
依
頼
で
童
謡

「た
き

び
」
が
作
ら
れ
た
（
渡
辺
茂
作
曲
）
。

こ
れ
は
、
当
時
住
ん
で
．い
た
中
野
区
上

高
田
付
近
の
風
景
を
う
た
っ
た
も
の

で
、
当
地
に
は
現
在
も
「
た
き
び
の
う

た
発
祥
の
地
」
の
看
板
が
た
て
ら
れ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
日
米
開
戦
と
同
じ
時

期
で
あ
っ
た
た
め
、
放
送
が
打
ち
切
り

に
な
っ
た
り
、
軍
部
か
ら
「
た
き
火
は

敵
の
攻
撃
目
標
に
な
る
」
と
ク
レ
ー
ム

が
つ
い
た
り
し
た
が
戦
後
復
活
し
、
軽

快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
長
く
人
々

に
愛
さ
れ
る
童
謡
と
な
っ
た
。

昭
和
23
年
よ
り
日
野
町
東
大
助
（
旭

が
丘
）
に
居
住
。
戦
後
は
児
童
詩
・
作

文
教
育
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る

一

方
で
、
早
世
し
た
新
美
南
吉
の
作
品
を

世
の
中
に
紹
介
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。

各
地
の
学
校
の
校
歌
を
数
多
く
作

詩
、
日
野
第
四
小
学
校
・
七
生
中
学
校

の
校
歌
も
聖
歌
の
作
品
で
あ
る
。
昭
和

48
年
4
月
24
日
、
日
野
市
立
病
院
に
て

68
歳
で
死
去
。
平
成
11
年
4
月
旭
が
丘

中
央
公
園
に
た
き
び
会
に
よ
っ
て
「
た

き
び
」
詩
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

（
日
野
市
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

※
ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
平
成
10
年

自
宅
の
取
り
壊
し
に
伴
っ
て
寄
託
さ
れ

た
遺
品
を
も
と
に
、
企
画
コ
ー
ナ
ー
展

「
た
き
び
の
詩
人
巽
聖
歌
」
を
開
催
中

で
す

(
3
月
17
日
ま
で
）


